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【論　　文】

Shakespeareの Sonnetsにおける
数秘構造

大　木　　　富

1. はじめに

　1609年に物語詩『恋人の嘆き』（A Lover’s Complaint）と併せて四つ折り
本で出版された『ソネット集』（Sonnets）初版は、唯一のシェイクスピア
（William Shakespeare, 1564-1616）存命中の版である。しかし、彼自身の校
正の手が入っていないのではないかと考えられることから、A. ファウラー
（Alastair Fowler）が要領よくまとめてくれているように、所収のソネット
の配列に関して、各詩に付された番号通りの順序ではないとか、3つの変
則ソネット（全 15行の 99番、2行連句全 12行の 126番、1行が 8音節 4詩

脚の 145番）は、草稿・
未定稿ないしは偽作では
ないかといった指摘がな
されたりしてきた（183- 

84）。これに対して、ファ
ウラーは、数のシンボリ
ズムの観点から、3つの
変則ソネットを目印・基
点と考え、図 1に点線で
示したように、全 154篇
から 136番を除いた 153

のソネットが三角形を構
成し、それを大枠として
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全体で 4重の三角形が形成される『ソネット集』の数秘構造を読みとった
が、それは結果として 1609年初版のテキストとしての信頼性を証明する
ことになった（184- 97）1。この数秘構造に関して、拙論「Shakespeareの
Sonnets：『奇妙な遠近法』と数秘術」では、ファウラーが発見した三角形の
中に、ソネット 24番をさらなる目印・基点として、別の 2つの縦に引き延
ばされた、アナモルフォーズ（anamorphose）の三角形が現出することを指
摘した。それは、図 1に実線で示したように、24番、99番、145番の三角
形と、変則ソネット126番が、三角数を序数とする66番と結びついて99番
とともに形成する三角形である。しかし、この 2つのアナモルフォーズの
三角形の存在の指摘に重点があり、全体の数秘構造との関係が明確ではな
く、分析も不十分であった。そこで、本稿は先の拙論では言及しなかった
T. P. ロッシュ（Thomas P. Roche, Jr.）の論考、第3アーデン版シェイクスピ
ア『ソネット集』を編集したK. ダンカン＝ジョーンズ（Katherine Duncan-

Jones）の考察 2、M. ヒーリー（Margaret Healy）の錬金術的イメジャリーの
観点からの指摘を踏まえ、また蒲池美鶴のソネット 24番の解釈も考慮に
入れ、『ソネット集』の数秘構造の再検討を試みる。ただしその際、ファ
ウラーがさらに一歩進んで指摘している『恋人の嘆き』を含めた形での数
のシンボリズムは問題とはせず、ソネット連作全体の数秘構造に限定して
考察する。アナモルフォーズとは歪像画・歪曲遠近法のことであり、正面
から見ても何が描かれているのか判然としないが、別のある特定の視点を
とることによって正しい画像が現出するというものである。このいわゆる
「だまし絵」とも言われる絵画は、端的にいえば視点の移動を要求するもの
であり、翻って言えば視覚の不確実性を主張するものでもある。

2. 数 153のシンボリズム

　ファウラーが、3つの変則ソネットを目印として、実際は154個のソネッ
トから成る『ソネット集』の構造に三角数153の伝統的シンボリズムが発揮
されていることを認める最大の根拠は、ソネット136番にある。そこで語り
手は「ダーク・レイディ」に対して「1は数ではない」（“one is no number”）
という諺を絡めて、良心が咎めるなら、私を1人の男ではなくゼロだと思っ
て数えないで受け入れて欲しいと口説き寄る。ファウラーはこの口説きを
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『ソネット集』全体の構造に言及するものであり、このソネット自体を全体
の総数に入れないことを示唆していると解釈する（184）。補足して言えば、
ファウラーが全体の数に入れないとした 136番の序数自体が、1から 16ま
でを順に足していった合計として三角形を形成する三角数であり、三角数
を序数とする詩でピュタゴラス派の数論の基本原理に由来する諺を口説き
の材料としていることなどを踏まえると、詩集の数秘構造への言及である
ことを強く意識させる。これに加えて、ファウラーはソネット 123番で言
及される「永遠の記念碑」としての「ピラミッド」（“pyramids”）（2）の語
は三角形と同義であり、これを『ソネット集』の数秘構造へのもう 1つの
言及と考え、125番で言われる「ピラミッドの礎」（“bases for eternity”）（3）
とは同ソネット自体のことであり、126番がつくる三角形の「礎」である
ことを示唆しているとする（186-87）。図 1に示した、数 153がつくる底辺
を 17とする三角形を見ると、3つの変則ソネットはその中に形成される 3

つの三角形のそれぞれ基点となるように配置されており、合計 4つの三角
形が重なり合う構造をつくっていると同時に、その目印ともなっている。
　このファウラーの論考に対して、ロッシュは、153番と 154番が対をな
すひと組のソネットであると考え、これを頂点として、136番を勘定に入
れた総計 153の詩によって三角形を形成しているとする（422-23）。確か
に、153番と 154番はともに、ニンフ（Nymphe）たちが、人の心に愛の
火を燃え上がらせるクピードー（Cupido）の持つ松明を奪うという伝統的
モチーフを主題としており、ひと組の詩と考えることができる。問題の 3

つの変則ソネットに関しては、99番が詩の前半部の終わりを示唆し、126

番が「青年」を歌うソネット群の終わりを指示するものであるとする。そ
して、145番は 137番から 153-154番（ひと組のソネット）までの 17のソ
ネットの数的中心に位置して、連作の最後を飾る詩群を形成していると考
え、連作の最初の 17のソネットがつくる、いわゆる「結婚のソネット群」
に対応するように意図されているとする。
　ダンカン＝ジョーンズは、ファウラーとロッシュが指摘する数 153を用
いた数秘構造を肯定するとともに、153を枠組みとして、さらなる重層的
シンボリズムが展開されている可能性を示唆する（97-101）。総数を153と
するには、2行連句全 12行で完全にソネット形式をとっていない 126番を
勘定から除外する見方も考えられる。その場合、前半の1番から17番まで
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の17のソネット、18番から125番までの108のソネット、最後の127番か
ら 154番までの 28のソネットというように、3部構成となっていると考え
ることができ、その構成を 3つの各ソネット群が、それぞれの総数の持つ
シンボリズムによって内容を表象していると理解できる。最初の「結婚の
ソネット群」を象徴する 17は、当時 18が初夜を済ませて結婚を完成させ
る年齢であると考えられていたことから結婚を表し、「ダーク・レイディ」
を歌うソネット群を象徴する 28は太陰月・女性の月経周期を表す数であ
る。中間のソネット群を象徴する108は、サー・フィリップ・シドニー（Sir 

Philip Sidney, 1554-86）の 1598年版ソネット連作『アストロフィルとステ
ラ』（Astrophil and Stella）3所収のソネットの総数及び、同連作に織り交ぜ
られている11のソングの総スタンザ数として詩集の数秘的枠組みに用いら
れた数である（Fowler 174-80; Roche 193-242）。ダンカン＝ジョーンズは、
ステラへの愛におけるアストロフィルの内的物語、たとえば精神と肉体の
葛藤などを象徴する数 108で中間部分を構成することによって、前半と後
半の内容を対比させる機能を持たせていると考える。
　一方、ヒーリーは、ファウラーの指摘した三角数153のシンボリズムを、
『ソネット集』に錬金術的イメジャリーが駆使されていることの 1つの重
要な証左であるとする（94-96）。ミヒャエル・マイア－（Michael Maier, 

1568-1622）の寓意画に見られるように、三角形や四角形、円といった幾
何学的図形、3や 4という数は、極めて重要な錬金術の作業の象徴であっ
た。以上概観したどの解釈も、数 153のシンボリズムを用いた『ソネット
集』の数秘構造を認めているが、その際ソネット24番がその構造を示唆す
るさらなる目印であることには言及していない。

3. ソネット 24番

　たとえば、ソネット 107番で語り手は「君はこの詩の中に君の記念碑を
見いだす」（“And thou in this shalt find thy monument”）（13）と言っている
が、「青年」を永遠化する記念碑としての『ソネット集』は、上述したよ
うに数 153のシンボリズムを用いた数秘構造に形象化されていると考えら
れる。先の拙論において、このような『ソネット集』の数秘構造を考える
上で、アナモルフォーズという、いわば視点の移動を要求するソネット24
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番が大きな目印となっていることを指摘した。

Mine eye hath played the painter, and hath steeled

Thy beauty’s form in table of my heart;

My body is the frame wherein ’tis held,

And perspective it is best painter’s art;

For through the painter must you see his skill,

To find where your true image pictured lies,

Which in my bosom’s shop is hanging still,

That hath his windows glazed with thine eyes:

Now see what good turns eyes for eyes have done:

Mine eyes have drawn thy shape, and thine for me

Are windows to my breast, wherethrough the sun

Delights to peep, to gaze therein on thee;

 Yet eyes this cunning want to grace their art:

 They draw but what they see, know not the heart. 

 (“Sonnet 24”)

この24番の4行目の“perspective”の語がアナモルフォーズの絵画・画法を
指すことは広く認められているところであるが、蒲池は 3行目の語り手の
肉体がたとえられる“frame”の語を立体感の乏しい単なる「額縁」ではな
く、アナモルフォーズの絵画が収められる「からくり箱」と解釈し、ここ
で言われる「青年の肖像」がアナモルフォーズとしての絵画であることを
明確化する（111-24）。蒲池は、この詩で用いられるアナモルフォーズの
イメジャリーの源泉をウィリアム・スクロッツ（William Scrots, fl. 1537-

53）の描いたアナモルフォーズの絵画『エドワード六世の肖像』（Portrait of 

Edward VI, 1546）に認めている。その根拠は、やはりアナモルフォーズの
演劇であることが指摘されている『リチャード二世』（Richard II, 1597）の
創作当時、シェイクスピアはホワイトホール宮（Whitehall）においてその
絵画を実際に見たことがあり、そこからインスピレーションを得た可能性
が高いというバルトゥルシャイティス（Jurgis Baltrušaitis）の言説にある
が（17-21）、ギルマン（Ernest B. Gilman）はその源泉がホルバイン（Hans 
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Holbein, 1497/8-1543）の『大使たち』（The Ambassadors, 1533）であると
している（98, 254）。スクロッツの『エドワード六世の肖像』は、一種の
箱のような「額縁」に収められており、正面から見ると何か得体の知れな
い不気味な顔のように見えるが、その箱の片方の側面に開けられた穴から
のぞき込むと、はっきりと王の肖像が浮かび上がる。心が崇拝する恋人の
像を祀る殿堂であるとはペトラルカン・コンヴェンションであるが、語り
手は、愛を寄せる者の眼を通してその心の画板に恋人の像が刻印されると
いう慣習的枠組みを絵画の創作にたとえ、語り手の眼が画家となって心の
画板に肖像を描き、その肖像はアナモルフォーズの「だまし絵」であると
する。語り手の眼という視点＝のぞき穴から見なければ、正しい像、つま
り心に描かれた真の「青年の肖像」を見ることができないというわけであ
る。
　しかし、8行目の “glaze”「はめ込む・窓ガラスとする」には「凝視する」
（gaze）の意味もあり（Duncan-Jones 158）、この含意に裏打ちされて、語
り手の眼を画家とし、心を工房とするイメジャリーは、語り手と「青年」
が互いに見つめ合い、語り手の目には恋人である「青年」の眼が映ってい
る状況を想起させる（Kerrigan 205-6; 田村他 143）。つまり、10行目から
12行目では、主客が重なり合い、語り手の眼は「青年」の眼でもあること
になり、翻って、そこには語り手の眼をのぞき込み、語り手の心に自身の
姿を刻み込ませ、それをナルキッソス的に眺める「青年」の眼というもう
1つの視点が示唆されていると言えよう。これは、蒲池が 24番のアナモル
フォーズのイメジャリーに関して指摘しているような、作者と鑑賞者の視
点、その 2つの主観が重なり合い、そこに作品が成立するというシェイク
スピアの芸術観の表明を窺わせる（118-19）。さらに、これをそのまま『ソ
ネット集』全体に当てはめて、24番が詩集の読み方を示唆しているとすれ
ば、「青年」ないしは彼への愛を永遠化する詩＝絵画という芸術作品は、語
り手の眼という一元的な視点からは成立しないと言っていることになる。
事実、13行目から 14行目で「眼には心を知ることまではできない」と述
べられているように、たとえば 144番のソネットで語られるような、語り
手の愛を裏切り「ダーク・レイディ」と関係を持った「青年」の姿は語り
手の視点からは見ることはできない。24番の言う語り手の視点から描かれ
たアナモルフォーズの「青年の肖像」は、「青年」の「心」に代表させた、
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「ダーク・レイディ」を含めたもう 1つの視点、言い換えれば鑑賞者の視点
をとることで、真の「だまし絵」として成立することになる。要するに、
このアナモルフォーズのソネットの主眼は視点の移動の要請にあり、その
視点の変更は、3つの変則ソネットが『ソネット集』の数秘構造の目印で
あることを裏づけ、それによって示唆される構造に対してさらに視点を変
更して見ることを要求すると同時に、同ソネット自体が視点の変更の起点
ともなっているのである。
　そこで、再度、蒲池がアナモルフォーズの「からくり箱」としている 3

行目の “frame” の語に注目してみると、ダンカン＝ジョーンズは「イーゼ
ル」と解釈できるとしている（158）。その際どのような種類の「画架」で
あるかには言及していないが、わかりやすい例をあげれば、たとえば、フェ
ルメール（Johannes Vermeer, 1632-75）の『絵画芸術』（De Schilderkunst, 

c.1666-68）に見られるような「三脚型の画架」はルネッサンス期に一般化
していたことから（“Easel”）、この “frame” はその種のイーゼルを指して
いると考えることもできる。だとすれば、1行目から 3行目は、三角形の
「イーゼル」にアナモルフォーズの肖像がかけられていると読むことがで
き、『ソネット集』が全体として数秘的に三角形をなしていることが示唆さ
れていると考えられる。事実、24番の位置を 3つの変則ソネットと 136番
によって示唆される 153の三角形の中で考えてみると、図 1に実線で示し
たように、24番は変則ソネットの99番と145番を、さらには132番をも指
し示していることがわかる。24番、99番、145番は三角形を形成し、132

番はファウラーの指摘する 126番を基点とした三角形の底辺をつくるとと
もに、内容は「ダーク・レイディ」の眼と心をテーマとしていることから、
上述した心の視点というもう1つの視点として、「青年」及び語り手と愛の
三角関係にある「ダーク・レイディ」の視点を指示しているとも言える。

4. 重層的な「だまし絵」としての真の「青年の肖像」

　『ソネット集』は大まかに言って、1番から126番をいわば結びとして「青
年」を歌う第 1部と、127番から最後の 154番までの「ダーク・レイディ」
を歌う第 2部とに二大別される。ファウラーの言うように「青年」を永遠
化するために詩集をピラミッドという「永遠の記念碑」、つまりは三角形に
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しているのであれば、そ
れは「ダーク・レイディ」
にも当てはまることにな
る。第2部は総計28個の
ソネットから成るが、先
述したように28は太陰月
の日数・女性の月経周期
にして、1から 7までを
順に足した合計として三
角形を形成する完全数で
ある。要するに、イーゼ
ル画としての『ソネット
集』には「青年」の肖像

（三角形）だけではなく、「ダーク・レイディ」の肖像（三角形）も描かれ
ていることになる。先に図 1で見たように、153の三角形の中で、24番は
99番と 145番を線で結んで引き延ばされた三角形をつくり、さらにその三
角形の構成要素で、三角数 66（1から 11までを順に足していった合計）を
序数とするソネットが、変則ソネット 126番と結んでもう 1つの引き延ば
された三角形を形成している。前者の三角形は、127番以降のソネットを
含んでいるので、後者の126番、99番、66番がつくるアナモルフォーズの
三角形が第 1部「青年」を象徴することになる。次に第 2部の三角形はど
うかと言えば、126番を基点として132番、154番を結んでつくる、ファウ
ラーの指摘する三角形は、やはり 126番を含むので第 2部を象徴する三角
形とは言えない。そこでソネット24番が指示する変則ソネット145番を見
ると、145番を基点として 148番と 154番を結んでつくる、ファウラーの
指摘する 153の三角形の最上部に位置する三角形が指示されており、これ
が第 2部「ダーク・レイディ」を象徴する三角形であると理解できる。つ
まり、図 2に示したように、ファウラーの言う 126番、132番、154番が
つくる三角形と、24番、99番、145番の形成する三角形が部分的に重なり
合って結合し、点線で示した126番、127番、133番、134番、140番、145

番の 6個のソネットから成る領域を共通項として、実線（一部太線）で示
した第 1部と第 2部を象徴する 2つの三角形が結びつけられているのがわ

図 2
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かる。この結びつきは、その共通領域を構成しているソネットの個数 6が
伝統的に「結合・結婚」を表す数であることからも数秘的に補完される。
さらに、この結合した図形全体を見ると、上述の 2つの三角形と共通領域
を除いて、太線（一部点線）で示したような図形が現出する。この図形
は、あたかも、ダンテ（Dante Alighieri, 1265-1321）の『神曲』（La Divina 

Commedia, c.1310-14）の「天国編」（Paradiso）第 18歌で第 6天にいる光
となった魂たちがMの文字を形成し、その文字が、それをつくる魂の数を
含めて象徴的意味を表したのと同じように（Hopper 179-80）、MにもWに
も見える文字を形成しているように考えられる。Wの文字を形成している
とした場合、まずは『ソネット集』の中の「ウィル・ソネット」と一般に
まとめて称される 135番、136番、143番のソネット群でその意味の多義
性を発揮するwillの語が想起される。小文字ないしは大文字でも示される
willは、心、意思、ウィリアム（語り手・「ダーク・レイディ」の夫及び愛
人・語り手の愛する「青年」・この詩集を献呈したW.H.氏なる人物）、性欲
ないしは欲望、性器など様々な意味を表し、一面においてこの詩集のテー
マを要約しているとも言える。その意味で、数のシンボリズムによって現
出するこの文字はwillの頭文字として詩集を象徴すると考えられる。その
ようにwillの頭文字だとすれば、136番が「ウィル・ソネット」に属する
ことは、翻って、先に見たように詩集の数秘構造を示唆するソネットであ
ることを裏づけてもいる。
　さらに、この文字自体の数のシンボリズムを考えた場合、それを形成し
ているソネットの総数は右と左 18ずつで、合計 36となる。ピュタゴラス
派の数論からすれば、36は一辺を8とする三角形を形成する完全数であり、
伝統的に永遠を象徴する。つまりこの文字は、数のシンボリズムによって、
外的にではなく、内的に三角形を形成していると考えられる。また、この
文字の総数 36は、12ヶ月× 3と分析すれば、3年という期間を表すことに
なる。この年数は、ファウラーがソネット52番を糸口として発見した、「青
年」と語り手の愛の期間に等しい（192-93）。ファウラーは、52番で 1年
が過ぎたとされ、104番で初めての出会いから 3年過ぎたとされているこ
とから、52スタンザで 1年と考え、1609年版の全 12行の 126番の後に付
け足された、不足する 2行分を示しているようにも思われる 2セットの丸
カッコを、2つの空白のソネットを示唆するものとして、それを含めて全
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156のソネットが 3年、つまり 52週× 3を示しているとする。
　この文字をつくっているソネットであり、「青年」を象徴する引き延ば
された三角形を構成するソネットの１つでもある 110番で、語り手は真理
を「斜めから」（“askance”）（6）見てきたが、「そのようにはすかいに見るこ
とで、君への愛こそ最上のものであることがわかった」（“And worse essays 

proved thee my best of love”）（8）と言う。この言葉の第一義的意味は、「青
年」への貞節を欠いて「ダーク・レイディ」へと向かってしまったものの、
その経験によって「青年」こそが真の恋人であることを教えられたという
ことである。しかし、やはりここでも語り手の主眼は、24番と同様に視点
の問題、つまり「斜めから」見ると真理がわかるという視点の移動にあり、
ここで問題としている文字で言えばWが同時にMでもあることを示唆する
ことにある。110番の内容をこの文字の見方にそのまま当てはめれば、斜め
に見るとwomanの頭文字に見える文字が、実はmanの頭文字であることが
わかるということになる。そのように、この文字が男であり女である者を
象徴する意味もあるとすれば、20番で「男にして女である、わが情熱を支
配する君」（“the master mistress of my passion”）（2）と呼びかけられる「青
年」を指示するとも言えよう。ここに錬金術的イメジャリーを読みとるこ
とができるとすれば、この男にして女であるとされる「青年」は、錬金術
的意味での「両性具有者」としての人間を指しており、それがソネットの
序数に象徴されていると考えられる。錬金術の象徴体系において、「両性具
有」（hermaphroditus）は、金属を成り立たせている男性原理の硫黄と女性
原理の水銀を併せ持つ「第一質料」（原材料）と、錬金作業によって両原理
を再統合して得られる「賢者の石」（究極の物質）の両者を意味する。ダン
カン＝ジョーンズも指摘しているように、数20は手と足の総数であること
から、古来より人間を表す数であるとされた（101）。
　斜めからの視点は、単一ではなく、繰り返し別の視点を要求してゆく。
その視点の複数性は、人間の視覚・認識、愛の不確実性を意味し、Mであ
りWである文字は、時の脅威の中でうごめく人間的愛の真相、人間存在の
不安定性を問いかける形象であるとか、「青年」を精神的愛の、「ダーク・
レイディ」を性愛の象徴とすれば両者の葛藤・融合などの表象であるとも
言えるが、そのようにこの文字の真の意味は、読者の視点にゆだねられて
おり、繰り返し変化してゆくのである。
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5. おわりに

　以上のように、視点の変更を促す24番を基点として『ソネット集』の重
層的な数秘構造が見えてくるわけであるが、図2において24番をそれが指
示するソネットの 1つである 132番と線で結ぶと、24番、99番、132番、
154番によって、2つの重なり合う三角形を内包する 1辺が 10と 7の四角
形が形成される。これはあたかも詩集全体をイーゼルとして、そこに「青
年」と「ダーク・レイディ」のダブルポートレートの描かれたキャンバス
が据えられている構図をつくり出しているように見える。キャンバスが菱
形にゆがんでいるのは、そのキャンバスに描かれている肖像画がアナモル
フォーズの「だまし絵」だからである。ギルマンが、ホルバインの『大使
たち』を『リチャード二世』におけるアナモルフォーズのイメジャリーの
源泉としていることは先に述べたが、その絵画もフランス駐英大使とその
友人の司教のダブルポートレートで、その 2人の間に引き延ばされたアナ
モルフォーズの物体が描かれており、それは斜めから見ると「髑髏」であ
ることが判明する。この 2人の立つモザイクの床には 6芒星が描かれてい
るが、先に言及したようにWないしはMの文字が現出する図像の共通領域
も 6で象徴されている。こうしたことは、限りなく『ソネット集』とホル
バインの絵画との親近性を喚起させ、その「髑髏」に当たるものが、24番
を視点として浮かび上がるMないしWの文字に見える図形であるとも言え
よう。

注
 1.  ピュタゴラス派の数論では、数を単位 1＝点の集合と考え、図形に表して

区別したが、その際、小石を並べて数の表す図形を示した（Hopper 36-37）。
その分類法によれば、1から任意の数までを順に足していった合計は、その
数を底辺とする正三角形を形成する三角数とされるが、153も 1から 17ま
でを順に足していった合計として三角数である。そこで、ファウラーは『ソ
ネット集』を 153個の点で図解し（185）、特に 99番から 154番までを、そ
こに含まれる 3つの変則ソネットがどのように 3つの三角形を形成する目印
となっているかを示すために、点をソネット番号に置き換えた図で表してい
る（186）。本稿の図 1は、その 2つの図をもとに作成したものである。

 2.  『ソネット集』のテキストに関しては、このダンカン＝ジョーンズ編集の第



ShakespeareのSonnetsにおける数秘構造

13

3アーデン版に拠り、随時、ケリガン（John Kerrigan）版を参照した。
 3.  『アストロフィルとステラ』は、1598年出版の妹ペンブルック伯夫人（Count-

ess of Pembroke）監修による『アーケイディア』（Arcadia）所収のものが完
全版であり、1591年初版は、たとえば1598年版所収の37番のソネットが削
除されたりしている不完全版である。
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